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。
夜
明
け
を
待
つ
仲
間
に

エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
。

こ
の
番
組
、
ト
ラ
ッ
ク
関

係
者
の
ほ
か
に
意
外
な
「
仲

間
」
が
い
た
。
受
験
生
だ
。

夜
遅
く
ま
で
勉
強
す
る
学
生

が
、
全
く
縁
の
な
い
ド
ラ
イ

バ
ー
の
投
稿
に
耳
を
傾
け
、

頑
張
る
様
子
に
勇
気
づ
け
ら

れ
た
と
い
う
。

『
夜
明
け
の
仲
間
た
ち
』

糸
川
蛍
子
、
麻
生
詩
織

２
０
０
１
年
ま
で
放
送
さ

れ
た
深
夜
ラ
ジ
オ
「
い
す
ゞ

歌
う
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
」
の
ク

ロ
ー
ジ
ン
グ
曲
。
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
「
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
の
掛
け
声
と
共
に

流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
覚
え

て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

夜
か
ら
朝
へ
、
空
の
色
が

移
り
変
わ
る
午
前
５
時
。
全

国
に
散
ら
ば
る
長
距
離
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
出
発
を
呼
び
掛
け

（
面
担

田
村
咲
絵
）

ン
ビ
と
な
っ
て
い
く
。

宇
崎
得
意
の
ブ
ル
ー
ス
コ

ー
ド
を
基
調
と
し
な
が
ら
、

童
謡｢

一
番
星
み
つ
け
た｣

の

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
取
り
込
み
、

哀
愁
漂
う
曲
に
仕
上
げ
た
。

な
お
、
劇
中
で
使
わ
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
「
一
番
星
号
」

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
車
両
が

現
存
し
て
い
る
。

『
一
番
星
ブ
ル
ー
ス
』
菅

原
文
太
、
愛
川
欽
也

１
９
７
５
年
に
始
ま
っ
た

映
画
「
ト
ラ
ッ
ク
野
郎
」
シ

リ
ー
ズ
の
主
題
歌
だ
。
「
仁

義
な
き
戦
い
」
で
評
価
を
上

げ
た
菅
原
文
太
が
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
に
扮
し
て
コ
メ

デ
ィ
ー
を
演
じ
た
。
一
緒
に

歌
う
の
は
、
相
棒
役
を
務
め

た
愛
川
欽
也
だ
。

作
詞
・
作
曲
は
阿
木
曜
子

と
宇
崎
竜
童
。
後
に
、
数
々

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
手
掛
け
る
コ

シ
カ
ゴ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク


デ
ト
ロ
イ
ト
、
ダ
ラ
ス
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン


。
全
米
各

地
で
ラ
イ
ブ
を
行
う
た
め
、

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
旅
に
回

る
様
子
が
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
の
共
感
を
呼
ぶ
よ
う
だ
。

２
０
２
３
年
４
月
、
ボ
ブ

・
デ
ィ
ラ
ン
が
来
日
公
演
で

こ
の
曲
を
カ
バ
ー
し
た
。
ニ

ュ
ー
ス
は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

即
座
に
流
れ
、
世
界
中
の
フ

ァ
ン
を
驚
か
せ
た
。

『
ト
ラ
ッ
キ
ン
』
グ
レ
イ

ト
フ
ル
・
デ
ッ
ド

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀

初
、
「
ホ
ー
ボ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
肉
体
労
働
者
が
米
国
に

い
た
。
貨
物
列
車
の
隙
間
に

隠
れ
て
無
賃
乗
車
を
繰
り
返

し
、
各
地
を
駆
け
回
っ
た
ホ

ー
ム
レ
ス
で
も
あ
る
。

１
９
６
０
年
代
に
生
ま
れ

た
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
を
代
表
す

る
バ
ン
ド
、
グ
レ
イ
ト
フ
ル

・
デ
ッ
ド
も
ホ
ー
ボ
ー
の
自

由
な
精
神
に
影
響
を
受
け

た
。
代
表
曲
で
も
あ
る
、
こ

の
曲
の
歌
詞
に
も
表
現
さ
れ

て
い
る
。

姿
を
車
両
の
視
点
か
ら
歌
う

こ
の
曲
は
、
キ
ャ
リ
ア
最
大

の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
。

な
お
、
同
国
で
「
18
本
の

ホ
イ
ー
ル
（
18

ｗ
ｈ
ｅ
ｅ

ｌ
ｓ
）
」
と
言
う
と
、
ト
ラ

ッ
ク
を
指
す
。
複
数
形
の

「
ｓ
」
を
省
き
、
「
～
す
る

人
」
を
表
す
接
尾
辞
「
ｅ

ｒ
」
を
付
け
れ
ば
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
。

『
ア
イ
ム
・
ア
・
ト
ラ
ッ

ク
』
レ
ッ
ド
・
シ
ン
プ
ソ
ン

米
国
で
、
ト
ラ
ッ
ク
ソ
ン

グ
が
一
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
成
立
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル

が
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
だ
。
元
々
、
馬
車
の
歌

が
多
く
、
自
動
車
が
登
場
す

る
以
前
の
輸
送
手
段
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
物
流
と
縁
が

深
い
。

中
で
も
、
レ
ッ
ド
・
シ
ン

プ
ソ
ン
は
「
ト
ラ
ッ
ク
専

門
」
と
枕
詞
が
付
く
歌
手
。

わ
が
ま
ま
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
ダ
ン
プ
カ

ー
、
ク
レ
ー
ン
車


。
こ

の
曲
で
種
類
を
覚
え
た
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
元
号
が
令
和

に
改
ま
っ
た
今
も
、
就
学
前

の
子
ど
も
向
け
の
定
番
ソ
ン

グ
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
は
、
神
戸

市
消
防
局
が
協
力
す
る
形
で

「
４
」
が
作
ら
れ
た
。
ボ
ー

カ
ル
は
声
優
の
神
谷
明
だ
。

『
は
た
ら
く
く
る
ま
１
～

３
』
の
こ
い
の
こ
、
子
門
真

人
、
窓
花
さ
な
え

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
の
幼
児
向

け
番
組
「
ひ
ら
け
！

ポ
ン

キ
ッ
キ
」
で
発
表
さ
れ
、
１

９
８
６
年
に
シ
ン
グ
ル
が
リ

リ
ー
ス
さ
れ
た
。

拍
子
の
一
つ
を
空
け
、
歌

詞
の
一
部
を
追
い
か
け
る
よ

う
に
繰
り
返
す
曲
を
「
エ
コ

ー
ソ
ン
グ
」
と
い
う
。
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
楽
し
く
覚

え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
ス
タ

イ
ル
を
と
る
童
謡
は
多
い
。

カ
ー
キ
ャ
リ
ア
、
パ
ネ
ル

バ
ン
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
フ

ト
に
よ
く
顔
を
出
す
。

中
島
み
ゆ
き
の
『
流
星
』

に
は
、
主
人
公
に
話
し
掛
け

る
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」
が
登
場

す
る
。
口
笛
を
吹
き
な
が
ら

去
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
ス

プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の

曲
」
と
す
る
描
写
が
あ
る
。

も
し
か
す
る
と
、
こ
の
歌
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
明
日
な
き
暴
走
』
ブ
ル

ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
テ
ィ

ー
ン

ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン
グ

ス
テ
ィ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ダ
ム

へ
と
押
し
上
げ
た
、
疾
走
感

あ
ふ
れ
る
ロ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
。
だ
が
、
厳
密
に
言
え

ば
、
物
流
に
つ
い
て
歌
っ
た

曲
で
は
な
い
。

若
き
肉
体
労
働
者
が
夜
中

に
車
で
街
を
飛
び
出
し
、
ハ

イ
ウ
ェ
ー
へ
乗
り
込
む
歌
詞

が
出
発
を
思
わ
せ
る
ら
し

い
。
米
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
選
ぶ
人
気
チ
ャ
ー

バ
ッ
ク
を
固
め
る
メ
ン
バ

ー
も
豪
華
だ
。
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
迎
え
た
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ゴ
ー
ル
ド
を
は
じ
め
、

ベ
ー
ス
の
ケ
ニ
ー
・
エ
ド
ワ

ー
ズ
、
ド
ラ
ム
の
マ
イ
ク
・

ボ
ッ
ツ
な
ど
、
リ
ン
ダ
・
ロ

ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
や
カ
ー
ラ
・

ボ
ノ
フ
を
支
え
た
ウ
ェ
ス
ト

コ
ー
ス
ト
サ
ウ
ン
ド
系
の
人

脈
が
名
を
連
ね
る
。

『
奴
に
…
』
矢
沢
永
吉

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る

夢
を
諦
め
、
家
族
を
養
う
た

め
に
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
た
仲
間
の

心
情
を
思
い
、
ブ
ル
ー
ス
コ

ー
ド
に
乗
せ
て
切
々
と
歌
い

上
げ
る
。

こ
の
曲
を
収
録
し
た
ア
ル

バ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
、
作
者

自
身
の
名
前
「
永
吉
」
。
よ

ほ
ど
気
持
ち
を
込
め
て
作
っ

た
に
違
い
な
い
。

し
汚
れ
た
車
体
を
見
つ
め
な

が
ら
達
成
感
に
浸
る
姿
を
熱

く
歌
う
。

１
９
９
５
年
に
発
表
さ
れ

た
こ
の
曲
の
作
者
は
「
琴
五

郎
」
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
て

い
る
。
実
は
こ
の

名
前
、
山
本
譲
二

の
ペ
ン
ネ
ー
ム
。

師
匠
の
北
島
三
郎

と
同
様
、
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
と
し
て
の
顔
も

の
ぞ
か
せ
る
。

『
夢
街
道
』
山

本
譲
二

せ
て
き
た
。

無
事
故
を
祈
る
家
族
の
面

影
を
胸
に
、
前
の
車
を
あ
お

り
た
く
な
る
気
持
ち
を
抑
え

る
ド
ラ
イ
バ
ー
。
東
海
道
か

ら
山
陽
道
を
走
り
抜
け
、
少

ト
ラ
ッ
ク
に
は
演
歌
が
よ

く
似
合
う
。
長
距
離
ド
ラ
イ

バ
ー
を
対
象
に
し
た
深
夜
の

ラ
ジ
オ
番
組
で
も
多
く
の
演

歌
歌
手
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
務
め
、
電
波
を
に
ぎ
わ

夜
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が

多
く
、
自
動
車
を
星
に
見
立

て
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
採
用
さ
れ
た

「
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
・
テ
ー
ル

ラ
イ
ト
」
も
そ
の
一
つ
だ
。

本
人
も
お
気
に
入
り
な
の

か
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
セ
ッ
ト

リ
ス
ト
（
曲
目
）
に
取
り
上

げ
た
ツ
ア
ー
は
複
数
回
に
及

ぶ
。
１
９
９
５
年
に
は
香
港

で
も
披
露
さ
れ
た
。
聞
か
せ

ど
こ
ろ
に
出
て
く
る
土
地
で

生
歌
を
耳
に
す
れ
ば
、
地
元

フ
ァ
ン
の
う
れ
し
さ
も
ひ
と

し
お
だ
。

『
流
星
』
中
島
み
ゆ
き

バ
ー
に
書
か
れ
た
地
名
を
、

七
五
調
に
並
べ
た
印
象
的
な

サ
ビ
が
旅
情
を
醸
し
出
す
。

中
島
み
ゆ
き
の
作
品
は
、

ツ
ア
ー
中
（
？
）
に
立
ち

寄
っ
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

の
様
子
を
描
い
た
曲
。
駐
車

場
に
並
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
の
ナ
ン

｢

達
成
感｣
浸
る
姿
熱
く
歌
う

夢
諦
め
た
仲
間
へ

旅
情
を
醸
す
七
五
調

｢

ト
ラ
ッ
ク
野
郎｣

主
題
歌

子
ど
も
向
け
定
番
ソ
ン
グ

ホ
ー
ボ
ー
の
自
由
な
精
神

疾走感あふれるロック
わ
れ
た
来
日
公
演
で
も
披
露

さ
れ
、
ラ
イ
ブ
ア
ル
バ
ム
の

傑
作
と
評
さ
れ
る
「
ラ
イ
ブ

・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
で
聴

く
こ
と
が
で
き
る
。

長
い
ソ
ロ
に
差
し
掛
か
る

と
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ド
が
ホ

ル
ス
ト
の
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

の
フ
レ
ー
ズ
を
プ
レ
ー
。
ま

る
で
宇
宙
に
い
る
よ
う
な
感

覚
を
醸
し
出
す
。

『
ス
ペ
ー
ス
・
ト
ラ
ッ
キ

ン
』
デ
ィ
ー
プ
・
パ
ー
プ
ル

１
９
７
２
年
発
売
の
ア
ル

バ
ム
「
マ
シ
ン
ヘ
ッ
ド
」
に

収
録
さ
れ
た
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
。
宇
宙
を
舞
台
に

仕
事
す
る
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
の
曲
だ
。
惑
星
を
飛
び
回

る
運
び
屋
の
休
日
を
イ
ア
ン

・
ギ
ラ
ン
が
シ
ャ
ウ
ト
す

る
。ア

ル
バ
ム
の
ト
ラ
ッ
ク
の

長
さ
は
４
分
半
ほ
ど
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
、
ラ
イ
ブ
で

演
奏
す
る
と
、
20
分
を
超
え

る
大
作
に
な
る
。
同
年
に
行

宇
宙
を
飛
び
回
る
運
び
屋

車両視点で描く運転者

出
発
告
げ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

ミュージックミュージック

歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は
歌
に
つ
れ


。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
主
流
と
な
り
、
「
世
代
を
超
え
て
誰
も
が
知

る
曲
」
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
今
も
世
相
を
表
す
慣
用

句
と
し
て
使
わ
れ
る
。
傷
心
、
希
望
、
絶
望
、
恋
、

夢
、
後
悔
、
友
情
、
愛
。
音
楽
に
は
人
間
の
営
み
の
中

の
普
遍
性
が
表
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
も
の
も
多
い
。
ト
ラ
ッ
ク
を
テ
ー

マ
に
し
た
曲
ベ
ス
ト
10
を
選
ん
だ
。

（
原
田
洋
一
）
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